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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語学習者の英作文を対象に、自然言語処理の技術を活用することで、
大規模かつ包括的な誤用分析を行った。具体的には、サンプルサイズの大きい学習者コーパスに収録されている
英作文を使用し、どのような熟達度の英語学習者が、どのような誤用を犯しやすいのかを体系的に記述すること
を目的にした。さらに、文法的誤用及び語彙的誤用とCommunicative Adequacyの関係も探求し、これらの関係性
について考察した。

研究成果の概要（英文）：The objective of the current study was to address a comprehensive error 
analysis by employing natural language processing techniques (ERRANT) and a learner corpus (ETS 
Corpus of Non-Native Written English) to detect and classify an L2 learner’s all possible syntactic
 and lexical errors and by coding communicative adequacy to each sentence, and thereby find out 
which errors L2 learners are more likely to make, what error categories they make, and whether the 
higher the proficiency level the higher the communicative adequacy. 

研究分野：応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
熟達度が高い英語学習者が犯しやすい誤用項目と熟達度が低い英語学習者が犯しやすい誤用項目を特定したり、
熟達度に関わらずどのような項目において英語学習者が誤用を犯しやすいのかを特定したり、また、どのような
誤用が意思伝達を阻害したり、しなかったりするのかを特定することで、効果的な学習の指導や教材開発へ貢献
することが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学習者の誤りを分析することは、第二言語習得研究では重要な研究分野の一つである。誤用
分析には、エラータグを付与した学習者コーパスが活用されることが多い。それと同時に、サン
プルサイズが極めて限定されていたり、エラータグ付けに一貫性がなかったり、生起するエラー
が限定されていたりするといった問題も存在する。また、従来の誤用分析では、特定の文法及び
語法のみを対象にした研究が多く、包括的な誤用分析の結果に基づいた体系的な誤用傾向の記
述が蓄積されているとは言い難い。 
誤用分析において障壁となるのは、エラータグの付与である。自然言語処理の技術革新が目
覚ましい現代においても、学習者の英作文を入力するとエラーを検出し、誤りを訂正した正確な
文が自動的に出力されるような、誤用検出から訂正までをすべて自動化したプログラムは開発
されていない。しかしながら、英語学習者の作文に対応した英語母語話者による添削文が付与さ
れていれば、それら二文を比較することで、自動的にエラーを検出することが可能なプログラム
は既に開発されている。それは、ERRANT（Bryant et al., 2017; Felice et al., 2016）である。ERRANT
は、学習者の英作文と英語母語話者の添削文をもとに、文法的及び語彙的誤用を自動的に検出し
分類できる（精度は 90％以上）。つまり、ERRANTを活用することで、エラータグ付与にかかる
莫大な人的及び時間的コストを削減することが可能となる。このように、第二言語習得研究にお
いて、誤用分析を行うための必要なコストは、低減しつつある。また、自然言語処理の技術革新
により、ユーザーフレンドリーな構文解析装置や誤用検出プログラムは、無償で手に入る時代に
突入している。このような時代背景は、多大な人的・時間的コストの削減が期待でき、誤用分析
のような研究を加速させる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、英語学習者の英作文を対象に、自然言語処理の技術を活用することで、大規模
かつ包括的な誤用分析を行う。具体的には、英作文において、どのような熟達度の学習者が、ど
のような誤用を犯しやすいのかを体系的に記述することを目的とする。これまでの研究では、活
用できるサンプル数の制限や、分析を行うための人的資源及び技術的な問題が原因で、包括的な
誤用分析を行うために乗り越えなければならない障壁が少なからず存在していた。しかしなが
ら、AI を活用した自動採点システムの開発や誤用の自動検出システムの開発など、自然言語処
理分野の急速的な技術革新によって、これまでの障壁が緩和されつつある。また、世界最大規模
の学習者コーパス（ETS Corpus）の整備も同時に進んでおり、包括的な誤用分析を行うための土
壌は既に完成しつつある。本研究では、ETS Corpus と学習者の英作文から文法的及び語彙的誤
用を自動的に検出することが可能な自然言語処理プログラムを活用する。これにより、英語学習
者の英作文における誤用傾向について、大規模な実証データに裏付けられた頑健かつ体系的な
記述が可能となる。本研究を遂行する上で、誤用分析における人的・時間的コストの削減に取り
組み、誤用分析の自動化手順を確立する。 
すなわち、本研究の目的は、学習者コーパスの英作文に対して英語母語話者による添削文を
付与し、ERRANT を活用することで誤用の検出と分類を自動化し、その自動化手順を確立した
上で、大規模な実証データに基づいた英語学習者の誤用傾向を体系的に記述することである。ま
た、学習者の英作文一文ごとに、英語母語話者及び英語学習者双方による主観的な理解度を付与
することで、単に誤用傾向を分析するだけでなく、Communicative Adequacyの観点からも英作文
を評価し、どのような誤用がコミュニケーションを阻害しうるか、あるいは阻害しないのかを明
らかにすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、学習者コーパスと自然言語処理技術を活用した包括的な誤用分析を試みた。デー
タは、ETS Corpus of Non-Native Written English を使用した。ETS Corpusは、英語学習者の英作
文データが 12,100 ファイル収録されている世界最大級の学習者コーパスである。英語学習者の
母語は、日本語や韓国語、中国語、スペイン語など合計で 11に達する。ETS Corpusは、それぞ
れの母語を持つ英語学習者から、1,100ファイルずつ収録されている。本研究では、日本語を母
語とする英語学習者 240ファイル分を分析対象とした。また、英作文の内容に応じて三段階の評
定（Low、Medium、High）もファイルごとに付与されている。本研究では、この評定を熟達度の
代理指標とした。 
文法的及び語彙的な誤用頻度を算出するために、学習者の英作文に対応するようにパラレル
に英語母語話者による添削文の付与を行うことで、ERRANT での分析を行った。添削文の付与
は、テキストファイルを専用のフォーマットに予め整形したものを使用した。添削文を付与する
際には、学習者が書いた文の統語構造を維持したまま最小限の修正を行うように指示を行った。
学習者の英作文と添削文を比較することで、Replacement、Missing、Unnecessaryの 3つのエラー



カテゴリーごとに文法的及び語彙的誤用を算出した。 
また、先に述べた Communicative Adequacyの評定については、学習者の英作文を添削する英
語母語話者と、対象となる英作文を執筆していない英語学習者による評定の 2 つの評定を付与
した。評定は、先行研究をもとに、0から 3の 4段階評価とした。また、これら評定はWeighted 
Clause Ratio のような重み付けを分析の際に行った。英語母語話者及び英語学習者による
Communicative Adequacyの評定基準は、以下の表のとおりである。 
 
表 1. Communicative Adequacyの評定基準 

Rating Quality of original sentence  

0 Original sentence is well written, and no revision required. 

1 Meaning of original sentence is clear, and minimal editing is required. 

2 Meaning of original sentence is somewhat understandable, and some level 

of editing is required to convey the meaning. 

3 Meaning of original sentence is unclear or original sentence requires 

extensive syntactic changes and you’ve input NG under %NTV. 
 
 
４．研究成果 
（１）全体的な傾向 
全体的な傾向としては、学習者の熟達度が高いと誤用の数が必ずしも少なくないことが明ら
かになった。熟達度の高い学習者は、複雑な構文や単語を使用する傾向にあり、むしろ他の学習
者よりも誤りの数が多い場合があることが明らかになった。反対に、熟達度が低い学習者は比較
的簡単な構文や単語を使用したり、文自体の長さが短かったりするため、誤りの数が熟達度の高
い学習者よりも少なくなる学習者も存在した。Communicative Adequacyの観点では、英語母語話
者と英語学習者による評定の相関は比較的高いことが明らかになった。同じ母語をもつ英語学
習者による評定では、0や 1が付与されている文であっても、英語母語話者による評定では 2や
3が付与される場合も少ないながらも存在した。 
 
（２）文法的誤用及び語彙的誤用と評定の関係について 
評定の程度に関わらず、文法的な誤用と評定には顕著な関係は見られなかった。もちろん、
文法的誤用が多い英作文は評定が低くなる傾向にはあるが、文法的誤用が多い英作文であって
もある程度語数があり、段落構成が明確な場合は、三段階のうち最低評価を得る場合は少なかっ
た。英作文を評価する場合、内容に重点を置くのか、構造及び論理展開に重点を置くのか、文法
及び語彙面の使用法に重点を置くのか、語数に重点を置くのかによっても評価が割れるため、一
概の結果を一般化することはできない。語彙的誤用と評定の関係についても文法的誤用と評定
の関係と同様の傾向が見られた。 

 
（３）文法的誤用及び語彙的誤用と Communicative Adequacyの関係について 
先に述べたように、英語母語話者の評定と英語学習者による評定の関係は、似たような傾向
が示された。すなわち、英語母語話者が Communicative Adequacyが高いと評価した英作文は、英
語学習者も同様に高い評定を付与している。また、その逆も然り。ただし、面白いことに、英語
母語話者の評定が低い場合であっても、英語学習者がその母語特有の背景知識を駆使して文意
を読み取り Communicative Adequacy を高く評定したケースも存在した。本研究のサンプルサイ
ズでは、到底一般化できるほどのデータが得られていないので、今後の課題として日本語以外の
も他の母語でもこのような現象が見られるのか探求していく必要がある。 
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